
本年の勤務時間に関する勧告のポイント

月

火

水

木

金

例：１週目の月曜日を勤務時間を割り振らない日（ゼロ割振り日）とする

［１週目］ ［２週目］

勤務時間法を改正し、一般の職員について、フレックスタイム制の活用により、勤務時間の総量を維持した上で、
週１日を限度に勤務時間を割り振らない日を設定することを可能とする。
（育児介護等職員に認められている措置の一般の職員への拡大） （令和７年４月１日施行）

― 活用イメージ ―

● フレックスタイム制等の柔軟な働き方の推進は、職員一人一人の能力発揮やワーク・ライフ・バランスの実現、
健康確保を通じた公務職場の魅力向上につながるほか、公務能率の向上にも資する。

● 今般の措置は、これらの柔軟な働き方の効果をより一層発揮させるために行うもの。
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概 要

趣 旨

活用例
想定されるニーズ

単身赴任者の帰省、遠隔地に居住する親宅の訪問、
通院、大学院通学、地域活動 等

：正規の勤務時間

うち ：在宅勤務

：ゼロ割振り日とする
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